
部活動 大会報告

　　【硬式野球部】
　≪秋季東北地区高等学校野球山形県大会置賜地区予選≫
　（１次予選 8/23 皆川球場）                   １回戦  小国 6 －１６米沢東
　（２次予選 8/31 高畠町営野球場）１回戦  小国１－２２長井工業
　≪秋季山形県高等学校野球（１年生）大会置賜地区予選≫
　（10/5 小国球場）小国・長井工業連合１１－１０置賜農業・米沢東連合 
　≪秋季山形県高等学校野球（１年生）大会≫
　（11/1 荘内銀行・日新製薬スタジアムやまがた）小国・長井工業連合１－４羽黒 
　【バレーボール部】
　≪安部杯争奪置賜地区高等学校バレーボール選手権大会≫（9/13-14 米沢中央）
　　予選リーグ　　　　　　　小国０－２米沢中央　　小国２－０高畠
　　決勝トーナメント１回戦　小国０－２九里学園
　　５位決定戦　　　　　　　小国１－２長井　　　第６位
　≪置賜地区高等学校新人体育大会≫（10/25-26 高畠高校）
　　予選リーグ　　　　　　　小国０－２米沢東
　　順位トーナメント２回戦　小国１－２長井工業　第９位
　【卓球部】
　≪山形県卓球選手権大会置賜地区予選会≫（8/24 長井市生涯学習プラザ）
　　ジュニア男子シングルス　１回戦敗退　伊藤颯太
　　　　　　　　　　　　　　２回戦敗退　山口和記　井上裕太　宇津木颯汰
　≪置賜地区高等学校新人体育大会≫ (9/13 南陽市民体育館）
　　男子学校対抗　１回戦敗退　小国２－３荒砥・高畠
　　男子シングルス１回戦敗退　伊藤颯太　川村大湖　山口和記　
　　　　　　　　　　　　　　安部 麗 　宇津木颯汰　舟山陽介
　　　　　　　　　２回戦敗退　井上裕太
　　女子シングルス２回戦敗退　清野結衣
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小国高生 地質学会で発表！

活動報告会　

　本校では、１年次の総合的な学習の時間に実施している「地域文化学」
において、大学の先生方からご指導いただきながら、少人数の班に分か
れて小国町についての調査研究をする活動を行っております。地域文化
学１班は、４年前から山形大学地域教育文化学部の川邉孝幸教授のご指
導のもと、「小国町の地形・地質の成り立ちを探る」をテーマに、小国
町の地質について研究してきました。今年度は、大宮子易両神社付近で
ボーリング調査を行いました。その結果、小国盆地は 12,000 年より前、
湖であったことがわかりました。小国高生がこのことを発見できたこと
は快挙であり、新聞やテレビ等でも報道されました。
　地域文化学１班（７名）は、11 月 29 日（土）日本大学文理学部（東
京都世田谷区）で開催された「環境地質学シンポジウム」に参加し、大
学の先生方が一堂に会する学会で、研究の成果を堂々と発表してきまし
た。また今回の発表に対し、学会より「講演賞」をいただきました。

　11 月 21 日（金）おぐに開発総合センター
にて、平成 26 年度の活動報告会を行いまし
た。今年度は、英語弁論大会で県大会に出
場した髙橋咲さんの英語スピーチをはじめ、
短期留学体験（写真左）、山大工学部での研
究活動（写真右）、各種検定の資格取得の感
想、修学旅行・ブリティッシュヒルズ宿泊
研修の報告、地域文化学１班・３班の発表
など、盛りだくさんの内容でした。当日は
多くの町民の方々にご来場いただき、あり
がとうございました。

３年　安達賢太郎くん

情報処理検定１級合格！　
２年　髙橋咲さん

英語弁論大会 県大会出場！

( 西置賜地区予選優勝）　

１年　伊藤颯太くん

ビジネス文書実務検定１級合格！　
２年　髙橋咲さん

「税に関する高校生の作文」
「県置賜総合支庁長賞」受賞！　
３年大谷龍之介くん　本間大揮くん

「危険物取扱者試験」乙４類合格！

【平成 26 年 11 月 6 日 ( 木 ) 山形新聞】

【学会での発表の様子】
【講演賞の賞状】

【陸上競技部】
≪置賜地区高等学校新人体育大会≫（8/23-24 米沢市営陸上競技場）
　１００ｍ　予選　齋藤玲於奈７着　齋藤竜哉６着
　２００ｍ　予選　今創亮６着　今拓真６着　佐藤大雅２着
     ２００ｍ　決勝　佐藤大雅７着（県大会へ）
　４００ｍ　予選　佐藤大雅６着　齋藤竜哉３着　舟山朝登４着
　４００ｍ H ﾀｲﾑﾚｰｽ決勝　舟山朝登３位（県大会へ）
　８００ｍ　ﾀｲﾑﾚｰｽ決勝　今拓真１３位
　三段跳　　決勝　今創亮　２位（県大会へ）
　円盤投　　決勝　川部裕飛３位（県大会へ）
　やり投　　決勝　伊藤弥幸４位（県大会へ）
　１００ｍ　予選　安部美鈴５着
　１００ｍ H ﾀｲﾑﾚｰｽ決勝　安部美鈴　８位
　走高跳　　決勝　荒川麻実２位（県大会へ）
≪山形県秋季総合体育大会陸上競技大会≫（9/6-8 小真木原陸上競技場）
　２００ｍ　予選　佐藤大雅６着
　４００ｍ H 予選　舟山朝登６着
　４×１００ｍ R　予選　６着（齋藤竜・佐藤・今創・齋藤玲）
　４×４００ｍ R　予選　６着（齋藤竜・佐藤・今拓・舟山）
　三段跳　　決勝　今創亮１３位
　円盤投　　決勝　川部裕飛１２位
　やり投　　決勝　伊藤弥幸１６位
　八種競技　決勝　伊藤悠斗１４位

【柔道部】
≪置賜地区高等学校新人体育大会≫ (9/13 南陽市民体育館 )
　男子個人７３ｋｇ級　井上善達　一回戦敗退
                      　６６ｋｇ級　伊藤涼河　一回戦敗退

【バスケットボール部】
≪置賜地区高等学校新人体育大会≫ (10/25 置賜農業高校体育館 )
　長井６６ー１４小国

　私は今年度、英語弁論大会に出場しました。自分が伝えたいこと
を英語で発表することには大きな不安と緊張がありました。しかし、
自 分が受けた感銘を一人でも多くの人に伝え、考えを聞いて欲しい
と思いました。今大会の入賞を通してもっと英語を勉強したいとい
う意欲をもつようになりました。県大会はレベルの高い出場者ばか
りで、自分の視野がまた一つ広がり、もっともっと “ 英語 ” という
一つの手段を通してたくさんの人とコミュニケーションを取れるよ
うになりたいと思いました。（写真下）

　私は高校で取得できる、情報の検定に挑戦してきました。情報処
理検定１級はとても難しいという話を聞いていたので、私にとって、
ほど遠い目標の一つでしかありませんでした。しかし、３年生になっ
た時に取得しようと決心し、勉強を始めました。１級ともなると、
日常生活ではまったく使ってこなかったようなコンピュータの知識
が必要になります。膨大な量のＩＴ用語を暗記することはとても辛
く厳しいものでしたが、それと同時に自分に力がついていると実感
することも多く、楽しさを見出すことが出来てきました。その努力
が実り、私は情報処理検定１級に１回で合格することが出来ました。
　私が検定取得を通して学んだことは、チャレンジすることが大切
だということです。自分には難しいかもしれないと思っても、初め
の一歩を踏み出すということが、これから生きていく中の様々な場
面で自分の力になると思っています。

　ビジネス文書実務検定１級に合格する上で苦労したことは、文書
作成部門の練習と筆記試験の練習です。文書の作成は初めてだった
ので、最初は慣れない操作ばかりで、なかなか時間内で終えること
ができませんでした。情報の時間だけでなく家でも練習を重ね、受
験前日にやっと時間内に終わるようになれました。筆記試験の練習
は授業ではやらないので、自分で勉強しました。特に難しい漢字は、
参考書に載っている漢字を読んで勉強しました。時間内に終わるか
心配でしたが、情報担当の岸先生や阪野先生にアドバイスを頂き合
格することができて、とても嬉しかったです。この経験を将来に生
かしたいです。



 
２年生　ロサンゼルスで花笠踊り！！

1 年生　ブリティッシュヒルズ研修

　11 月 6 日（木）～ 10 日（月）の５日
間、本校の２年生が修学旅行に行ってきま
した。行き先はアメリカのロサンゼルス！
ファーマーズマーケットやチャイニーズシ
アター、ポール・ゲティセンター、全米日
系博物館、ディズニーランドなど、ロサン
ゼルスの観光施設を巡り、有意義な修学旅
行となりました。また、ベニス高校との交
流会では、尾花沢市の方々よりご指導頂き
練習を重ねた花笠踊りを披露。手作りのお
土産も持参し、現地の高校生と交流してき
ました。

　11 月 7 日（金）～８日（土）の２日間、１年生は福島県に
あるブリティッシュヒルズに英語宿泊研修に行ってきました。
施設内では、全ての会話を英語で行います。授業では数人のグ
ループに分かれ、ゲーム形式で英語を学習しました。授業以外
でも積極的に英語で会話をする姿が見られ、充実した研修とな
りました。

　

　　

　　   

地域文化学

～生徒の感想より～

１班　ボーリング調査の様子
２班　液体窒素を使った実験

３班　渡邉邸にて

６班　車いす体験4 班　小国グリーンエナジー合同会社訪問

   
                         ～研究室体験に参加して～  ２年２組 内藤千捷
       

　山形大学工学部研究室体験
　３年 須貝大輝・山村茂人  ２年 内藤千捷

研究室での活動の様子

★ 研究テーマと内容 ★ 
１班 

小国町の地形・地質の成り立ち　山形大学　地域教育文化学部　生活総合学科　川邉孝幸先生
　小国盆地の立体模型製作、大宮地区でのボーリング調査、小国町の水没シミュレーションなどを行いました。

２班
山菜の機能性成分分析 ～山菜の処理・保存の影響～　山形大学　工学部　大学院理工学研究科　尾形健明先生
　山菜の保存・処理によるポリフェノール量を測定し、有効な山菜の保存方法について考えました。

３班
昔物語の伝承地を巡る　東北文教大学短期大学部　総合文化学科　菊地和博先生
　昔物語を語り部さんからお聞きし、歴史建造物や神社を巡り、物語の動画を製作しました。

４班
小国から未来を考える　東北公益文科大学　公益学部　呉 尚浩先生
　小国町で活躍する方々にお話を伺い、広報誌「oguu」を製作し、第７号として発行しました。

５班
越後米沢街道十三峠　米沢女子短期大学　日本史学科　原淳一郎先生
　実際に十三峠を歩き、図書館の文献や「ここ掘れ和ん話ん探検隊」のＨＰにより越後米沢街道十三峠について
　調査しました。

６班
「人と自然が織りなすやさしい暮らしがあるまち " 白い森の国 おぐに "」を目指して

　～小国町の福祉の取り組みについて～　羽陽学園短期大学　専攻科福祉専攻　佐々木達雄先生
　小国町の福祉の取り組みの実態を調査し、問題点について考えました。

５班　フィールドワークの様子

  私は今年の夏季休業中の５日間 (8/4( 月 ) ～ 8/8( 金））、山形大学工学部研究室
体験に参加し、バイオ化学工学科の高畑研究室にて、水質分析の研究を行いまし
た。研究内容は小国町の水質調査です。１回目の実験では、大腸菌群数の測定時、
デオキシコレート寒天培地の調製に失敗してしまい、コロニーが確認できず、悔
しい思いをしました。しかし、2 回目は無事成功しました。今回の体験で研究や
分析に興味を持ち、研究者を目指すという将来の目標が定まってきました。
　５日間という短い期間でしたが、実際に大学に行き、とても貴重な体験をさせ
ていただきました。

　「地域文化学」とは本校１年次の総合的な学習の時間に実施しているもので、大学や短大
の先生方の指導のもと、少人数の班に分かれて小国の文化や地域学習を行うものです。今年
度も分野の異なる６班に分かれ、班ごとに専門的な調査研究を行いました。

　２日間の研修は、とても充実した時間でした。スタッ
フと英語で会話をする中で、もっと深く広げて話したい
のに言葉が詰まってしまい、言いたいのに言えない悔し
さを味わいました。また、ネイティブな英語を使いこな
す日本人スタッフがかっこよく、良い刺激になりました。
ＢＨ研修を通して、自分の英語力の足りなさを痛感した
と同時に、海外への憧れが一層強くなりました。　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　１年１組　舟山玲奈

　今回の研修では、英国の雰囲気や英語の発音に触れる
ことができました。授業は楽しさの中にも真剣さがあり
とても勉強になりました。夜には、パブを訪れ英語を使っ
て注文し店員の方と話すことができて、とても楽しかっ
たです。また、自分の話す英語が外国人にもわかっても
らえるということが自信になり、もっとたくさん使って
いこうと思いました。来年のアメリカ修学旅行では、こ
の研修で得たことを発揮していきたいです。
　　　　　　　　　    　　　　　　１年２組　舟山竜礼


	小国高校ジャーナル改訂2表
	小国高校ジャーナル改訂２裏

